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皆さまこんにちは。鹿児島銀行の松下と申します。

本日は、この高いところから偉そうなことを申し上

げるような感じになってしまってはなはだ恐縮してお

りますが、私どもの取り組みということを全般的にい

ろいろお伝えして、何か得ていただくものがあればと

考えております。

では、早速講演に入らせていただきたいと思います。

1.自己紹介

Slide 2　Agenda

今日の内容ですが、まず自己紹介の後、鹿児島銀

行と野村総研がベンチャーを立ち上げまして、それ

に関するお話からさせていただきたいと思っておりま

す。そのベンチャーのビジョン、および、鹿児島銀行

が去年 10月に農業法人を立ち上げましたので、それ

に関するお話を含めたうえで、「サザンウィッシュ」と

いう会社、このベンチャーがつくっている商品等をご

紹介させていただきながら、銀行との取り組みについ

ていろいろとご説明させていただきたいと考えており

ます。
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まして、内容に一貫性のあるものなのかちょっとわか

りかねるところではありますが、ぜひ気楽な気持ちで

聞いていただき、また随時ご質問等があれば、今日

は少人数でございますので、遠慮なくいろいろとお聞

きください。

Slide 3　本日の講演を通じて伝えたいこと

今日の講演を通じてお話ししたいことがいくつかあ

ります。鹿児島銀行はいわゆる地銀、第一地銀です

けれども、地銀の概念にとらわれないベンチャーイズ

ムな実践をいろいろとやっております。そういった取

り組み、および新技術を活用した取り組みなどについ

てご紹介をさせていただきたいと同時に、いろいろな

環境変化というものを皆さんも肌に感じていらっしゃ

ると思いますが、そこにどう私たちが今後どう取り組

んでいくのか、そして今後取り組んでいかないといけ

ないのかということをお伝えしたいと思っております。

ほんとうに不相応にも偉そうなことを申し上げると

思いますが、皆さんの普段のお仕事のなかで、何か

発見や気付きになればいいなというふうに考えており

ます。ぜひお手柔らかに、よろしくお願いいたします。

Slide 4　About me

まず自己紹介でございます。

入行 11年目で、そのあたりでだいたい年齢がばれ

るようなものですけれども、来年で 12年めになります。

経歴として、入行後 2ヶ所の支店に赴任しました。

内部業務および個人営業等をいたしまして、平成 24

年に本部部署である営業支援部にいきました。そこで

アグリクラスター推進室というところを経て、医業推

進室へ赴任いたしました。

この医業推進室は平成 27年に医業支援部という部

に昇格をして、今、業務を拡大しております。

そして、平成 26年に、「Trovo-medical」というシ

ステムをインビオという会社と一緒に共同開発をいた

しました。このインビオと一緒に「Trovo-medical」と

いうシステムを開発したのを境に、私の人生が大きく

変わっていきます。

このインビオと一緒にサザンウィッシュという会社を

設立したのですが、この設立と同時に、「おまえは東

京に行ってシステムを売ってこい」という命令が出まし

て、平成 27年に東京に駐在し、サザンウィッシュの

営業支援を一緒にすることになりました。現在も、こ

のシステム営業および広報活動をしております。

平成 27年に私事ながら結婚をし、相手が鹿児島

の人であったため、鹿児島の医業支援部に戻って、

鹿児島と東京を往復しながら仕事をやっているという

状況です。

今まで講義をさせていただいたことが何回かありま

すけれども、今日は 90分はさすがに長丁場でござい
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2. ITベンチャーを立ち上げる

Slide 6　About Southern Wish Inc.

では、本題に入らせていただきます。

サザンウィッシュという会社をつくりました。つくっ

たのが 2015年、2年前の 4月 10日。資本金は 8,000

万円です。こちらの住所は鹿児島銀行の東京支店の

住所で、弊行は自社ビルを持っておりますので、そこ

に 1フロア借りて、サザンウィッシュが事務所を持っ

ております。株主は野村総研、鹿児島銀行、そして

東京のベンチャーでありましたベンダーのインビオと

いう会社です。この株主比率ですが、野村総研が

35％。インビオが 35％。鹿児島銀行は、業法上の

制限がありますので、5％。あとはファンド等、合わ

せて 30％の構成となっております。

このサザンウィッシュという会社は、おもにシステ

ムを実際につくり、そのシステムを通じたコンサルティ

ングサービスを提供しております。
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後もつくっていきたい。ただ、証券のほうではいろい

ろなところのお取引があられると思いますけれども、

金融機関との新たな取り組みというのがほしいという

ところのご要望があったようです。

そして、このインビオというベンチャーの会社です。

ここは何ともユニークな会社で、もともと月島のマ

ンションで若いエンジニアをたくさん集めていろいろ

とやっていた会社で、私どもの頭取とインビオの社長

が非常に懇意だったということも関係しているのです

が、鹿児島銀行のサブシステムをいろいろ開発しても

らっていた経緯がございました。そのなかで、かゆい

ところに手が届くような商品をつくってもらえるので、

その開発力とか実行力などはお墨付きなのですが、

ベンチャーでしたので、いかんせん人が少ない。な

ので、なかなかメンテナンスや運営体制は盤石かと

いうとそうではない。というところで、開発力はあるも

のの、運営面でしたり、開発をさらに広げていくときに、

若干の難点等もあったのが実情です。

それぞれが強みがある一方で、もちろん弱みも抱

えていた。それを解決しようと考えたのがサザンウィッ

シュという器でした。

Slide 7　SW社設立に至るまで

このサザンウィッシュの設立をなぜしたのかというこ

とですが、その話は後々にするとしまして、このサザ

ンウィッシュ設立に至るまでにどのような経緯があっ

たかということです。2013年秋に、3社の代表――

頭取、NRIの会長および社長、インビオの社長の 3

人が、「よし、新しい会社をつくろう」と決めてから、

実際に担当の話し合いが始まりました。

翌年の 2月に、銀行の中の常務会および NRI の

経営会議にて無事決裁されまして、4月には設立にな

りました。

この話をいたしますと、他の銀行さん、およびベン

ダーさんも含めて、「ほんとに早いですね、こんな早

い期間でなんでそこまでできたんですか」なんていう

お話はよくいただくのですけれども、この 3社が合意

をして立ち上げたベンチャー、その背景とは何なのか

というところでございます。

Slide 8　３社の実情

それぞれの 3社の実情がいろいろありまして、その

背景をご説明させていただきたいと思っております。

まず、私ども鹿児島銀行です。

鹿児島銀行は、もともとシステムを自分たちでつく

るという文化がありました。ご存じない方もいらっしゃ

るかもしれませんけれども、KeyManという、企業

審査と自己査定を一緒にやってしまう融資審査シス

テムがあります。それを実際に自分たちでつくりあげ

て、今、私ども鹿児島銀行のほか、みちのく銀行さ

ん、山梨中央銀行さん、十八銀行さんの 4行で合同

で運営をしている仕組みです。よってシステムをもと

もと自分たちでつくってしまうという企業文化がありま

した。ただ、業法の兼ね合いで、その仕組みを銀行

以外のところに幅広く売るということ自体はできませ

ん。なので、その拡販自体が難しいという事情があり

ました。今でこそ、でございますが、やはりマイナス

金利になりまして収益源が足りないというところもあっ

て、その販売手数料なんかは銀行の重要な今後の収

益源になるだろう。そういった道をつくるには、銀行

内としては難しいというのが、私ども鹿児島銀行の実

情です。

続いて、野村総研さんです。

野村総研といえば、もう金融のなかでも証券のシス

テムについては確たる実績がある一方で、NRIさん

としては銀行の勘定系でしたり情報系の仕組みを今


